
人口減少対策の基本的な方向性

具体なプロジェクト

新しいしごと・雇用創出
プロジェクト

結婚・出産・子育て応援
プロジェクト

ふるさとへの愛着と誇り醸成
プロジェクト

元気な市民の生涯活躍
プロジェクト

ともに紡ぐ協働のまちづくり
プロジェクト

連携による持続可能な地域づくり

プロジェクト

・商工業振興対策事業
・企業誘致推進事業
・雇用促進事業
・伊達地域まちづくり活性化事業 など

・農業振興対策補助事業
・多面的機能交付金支援事業
・福島県くだもの消費拡大委員会参画事業
・６次産業化推進事業
・伊達食ブランド化推進事業 など

・地域自治組織推進事業
・地域福祉総務事務
・交流館維持管理事業
・集落対策事業
・コミュニティ助成事業 など

・運転免許返納支援事業
・新多目的交通システム事業
・包括連携協定管理事業
・ふくしま田園中枢都市圏管理事業 など

人口分析結果のポイント

●出生数は母親世代人口の減少の影響で
減少傾向が続いている。

●死亡数の増加が続いている。
●社会増減について、転出者数が転入者
数を上回る状況ではあるものの、
2000年代に入るとその差は次第に小
さくなってきている。

●令和元年から令和５年の人口移動をみ
ると、年少人口は転入超過があり、県
内で最も転入超過の多い自治体である。

●自然減対策として、出生数及び婚姻件
数増加のため、結婚支援、保育・子育
て支援などの対策を進める。

●社会減対策として、進学期・就職期の
異動、結婚や家族の増減に伴う異動、
UIJターン（移住・定住）を見据えた
対策や若者・女性にも選ばれる地方を
目指し、伊達市内で生活したいと思え
るような環境づくりが必要。

●社会の活動を維持するための生産年齢
人口の減少（働き手・担い手の減少）
に対応した対策を進める。

●高齢者が住み慣れた地域で安全・安心
に生活を営むことができるような取組
や市民一人ひとりが、伊達市に愛着を
もち、住み続けたいと思えるまちづく
りが必要。

社会に貢献する人材育成
プロジェクト

・中学校施設整備事業
 ・教育用コンピュータ整備事業（小・中学校）
 ・ICT活用による学習活動充実推進支援事業
 ・中学生職場体験・キャリア学習事業
 ・遠距離通学、特別支援就学、就学援助事業（中学校）
 ・スクールコミュニティセンター運営事業
 ・図書館運営事業 など

地域特産を活かした産業振興
プロジェクト

想定している主な取組

期間 令和７（2025）年度～令和11（2029）年度

伊達市が目指す地域創生

・不妊治療費助成事業
・伊達市版ネウボラ事業
・私立保育園運営費負担金・補助金事業
・私立認定こども園運営費負担金・補助金事業
・地域子育て支援事業（子育て支援センター）
・子どもの未来応援ネットワーク事業
・出産祝金支給事業
・保育職就労支援事業 など

・都市間交流事業
・観光でにぎわう魅力づくり事業
・全世代・全員活躍のまち事業
・移住・定住促進事業
・市民活動支援事業
・広報広聴活動事業 など

様々な交流による移住定住推進
プロジェクト

第３期 伊達な地域創生戦略 【概要版】

・健幸都市推進事業
・生涯学習推進事業
・スポーツ団体等活動支援事業
・文化振興事業
・ふるさと会館施設運営事業
・美術館管理運営事業 など
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人と緑と歴史が結び合う

ひかり輝く田園空間・伊達市

《将来都市像》

○３つの基本目標

○９つのプロジェクト

基本目標

１．伊達にきてくなんしょ

２．おらほの子育て日本一

３．“せっかくどうもない”

しごとをつくり、新しい人の流れをつくる

▼企業立地、増設や空き店舗活用を支援することで、
 地域経済を活性化させ、新規雇用を生み出す。

▼農林業の魅力と可能性を伸ばし、特に若者や新規
 参入者の増加を目指す。

▼魅力を発信し、地域交流や観光を促進し、
 移住定住の推進をする。

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

▼結婚し、安心して子どもを生み育てやすい環境を
 整え、地域全体で子育てを支援する。

▼地域や家庭との連携を強化しながら、たくましく
 生きる力を育む教育環境を整備する。

▼子どもたちが地域を知り、愛着を持つことができる
 機会を創出し、伊達市を支える人材の育成を
目指す。

数値目標
▼ 1人当たりの市民所得

2,408千円→2,871千円

▼社会的増減数（５年間の累計）
▲641人→ ▲450人

数値目標
▼出生数（延べ）

 ５年間で1,302人→５年間で1,100人以上

▼ 20～39歳の人口
 9,312人→▲５％以内に抑制

生きがいをもって暮らす地域共生社会をつくる

▼住み慣れた地域の中で、生きがいを感じながら
 暮らすことができる地域社会の実現を目指す。

▼共助に支えられた地域社会の実現を目指す。
▼日常生活を支える公共交通網の整備、連携による

 持続可能な地域づくりを目指す。

数値目標
▼お達者年齢（健康寿命）
男：82.67歳、女：86.08歳→男：83.21歳、女：86.21歳

▼伊達市に住み続けたいと思う市民の割合
80.9% →85.0%

・自主防災組織支援事業
・避難行動要支援者対策事業
・青少年育成市民会議団体支援事業
・文化財保護事業
・シティプロモーション推進事業 など
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